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教養も含蓄も何らない単なる思い出話です。何も考えたくないとき、疲れたときにどうぞ。 

 

【仮面ライダー・その１】 

  私は趣味でバイクに乗っています。メンテナンスでバイク屋に立ち寄ったときのこと、何と

あの『サイクロン号』が駐車しているではありませんか。まさか仮面ライダーが来ているのか

と興味津々バイクを眺めていると、「いいでしょ」と普通のおじさんが現れました。話による

と、子供たちが跨った写真を撮らせてあげているとか、本当にいいおじさんでした。 

 

【仮面ライダー・その２】 

  昨年のゴールデンウィークに、息子と久々のツーリングをしました。すれ違うバイクと挨拶

を交わしながら三坂峠を越えて走っていると、前方から１台のバイクがやってきました。すれ

違い際に挨拶した瞬間、目に飛び込んできたのは正真正銘の仮面ライダー。他にも目撃情報が

あり、どうやら国道33号線界隈で仮面ライダーは戦っているようです。（敵は不明） 

 

【パラレルワールド】 

  学生時代は友人たちとよく夜のドライブをしました。その日は国道11号線から重信川に沿っ

て左折し、山の中を抜けて国道196号線を目指していました。山道は悪路で、暗く狭く崖もあ

り、不安ながらも時間を忘れて走り続けました。ようやく目的の国道196号線に辿り着き、左

折して帰ろうと見上げた道路案内には『松山方面右折』の表示。「ここはどこ？異世界に迷い

込んだ？」と状況も理解できず右折して、暫く行った先に見えたのは『R11』。 

 

【アルバイトにて】 

  学生時代はアルバイトも様々経験しました。大型スポーツ用品店でスキー用品売場を担当し

たときは、目当ての客に「スキーは初めてですか？初心者の方でしたら････」と声を掛けて売

込んでいましたが、私は当時スキー経験ゼロでした。また、カラオケスナックでボーイをした

ときは、何故か客のお爺さんから「笑顔がいいね」と言われ、少し照れながら「ありがとうご

ざいます」と何度も繰返していたら、「早よ曲入れんか！」と怒鳴られました。 

 

【お婆ちゃん（生徒のエピソード）】 

  生徒から聞いた忘れられない話があります。「私がお婆ちゃんとスーパーに行ったときのこ

とです。レジを済ませ、私が袋詰めをしていると、お婆ちゃんが壁に向かって何かブツブツと

言い始めました。よく見てみると、お婆ちゃんは壁の前にある箱に開いた穴に向かって、『こ

んにちは、こんにちは』と繰返し話し掛けていました。私は不思議に思いながらお婆ちゃんの

所へ行くと、その箱に『あなたの声をお聞かせください』と書いてありました。」 
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